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国土形成計画（平成27年8月閣議決定）、第４次社会資本整備重点計画（平成27年9月閣議決定）から、グリーンインフラ推

進により対応すべき課題は、「国土の適切な管理」「安全・安心で持続可能な国土」「生活の質の向上」「人口減少・高齢化

に対応した持続可能な社会の形成」とされている。

グリーンインフラの位置づけ

グリーンインフラの推進により、「国土の適切な管理」「安全・安心で持続可能な国土」

「人口減少・高齢化に対応した持続可能な地域社会の形成」への対応が必要

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能（生物の生息・生育の場

の提供、良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進めるグ

リーンインフラに関する取組を推進する。 国土形成計画（平成27年8月閣議決定）

■成熟社会を迎えた我が国では、経済成長一辺倒ではなく、自然豊かで良好な環境で健康に暮らすことができる社会を求める

価値観のパラダイムシフトが起きており、グリーンインフラの取組を通じて、人が自然とよりよく関わることのできる緑と

水の豊かな生活空間を形成することが必要となってきています。

■一方で、人口減少・少子高齢化に伴う土地利用の変化や気候変動に伴う災害リスクの増大といった課題への対応が急務と
なっており、社会資本整備や土地利用等に際して自然環境の持つ多様な機能を賢く利用するグリーンインフラの取組を通じ

て、持続可能で魅力ある国土・地域づくりを進めることが重要です。

グリーンインフラが必要な背景
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■社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能（生物の生息・生育の場の提供、

良好な景観形成、気温上昇の抑制等）を活用し、持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進める取り組み

■自然環境への配慮を行いつつ、自然環境に巧みに関与、デザインすることで、自然環境が有する機能を引き出し、地域課題

に対応することを目的とした社会資本整備や土地利用は、グリーンインフラの趣旨に合致

グリーンインフラとは？

防災・減災や地域振興、生物生息空間の場の提供への貢献等、地域課題への対応

持続可能な社会、自然共生社会、国土の適切な管理、質の高いインフラ投資への貢献
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■従来の社会資本整備事業や土地利用の取組では、自然環境が持つ防災・減災、地域振興、環境といった各種機能を活用した

取組を既に実施している。

■これまで、これらを「グリーンインフラ」と称していない。

■河川、海岸等幅広い分野で、社会資本整備事業や土地利用に求められる効果を発現させるため、自然環境が有する機能に
ついて、地域とのコミュニケーションを図りつつ、活かしている。

これまでと同じでは？

■令和２年７月 社会資本整備審議会 答申（抜粋）
「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について」～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～

○自然環境が有する多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進めていく グリーンインフラの概念を取り
入れつつ、流域治水を進めるべきである。

○流域保水・遊水機能の保全・再生や耕作放棄地を含む水田・農地の活用・保全は生物の生息・生育・繁殖環境の保全や創出に
有効に機能すると同時に、治水対策としても有効である場合がある。

○流域治水を進める上で、生態系ネットワークに配慮した自然環境の保全や創出、かわまちづくりと連携した地域経済の活性化や
にぎわいの創出など、防災機能以外の多面的な要素も考慮し、治水対策を適切に組み合わせることにより、持続可能な地域づく
りに貢献していくべきである。

○災害復旧・復興の際に、気候変動の影響を考慮することに加え、生態系ネットワーク等に配慮し、場が持つ多面的機能の発揮も
意識し水災害対策を進めることが望ましい。

流域治水プロジェクトとの関係は？

■令和3年４月 衆議院 国交委員会 特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律案に対する付帯決議 （抜粋）
○流域治水の取り組みにおいては、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの考えを推進し、災害リスクの低減に

寄与する生態系の機能を積極的に保全又は再生することにより、生態系ネットワークの形成に貢献すること。

■令和3年４月 参議院 国交委員会 参考人質疑
地域の誇り・魅力になるような施策と治水を連携していくことが大事。治水は負のものをゼロにするものだが、グリーンインフラやコ

ンパクトシティなどプラスのものと結んでいくことが重要。
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流域治水プログラム×グリーンインフラの概念 我が国が抱える課題

■安全・安心で持続可能な国土
■国土の適切な管理
■生活の質の向上
■人口減少・高齢化に対応した持続可能な社会形成

自然環境が有する
多様な機能活用

グリーン
インフラ

流域治水
プロジェクト

地域振興防災・減災 環境

■貯留機能保全区域を創設し、沿川の保

水・遊水機能を有する土地を確保

■治水対策における多自然川づくり

■自然環境の保全・復元などの自然再生

■健全な水循環系の確保(水環境)

■生物の多様な生息･生育環境の保全・創
出による生態系ネットワークの形成

■魅力ある水辺空間・賑わい創出（かわ
まちづくり）

■河川環境学習の促進

■インフラツーリズム事業者との協働に
よる賑わい創出、地域活性化

■ミズベリング・プロジェクトの推進に
による賑わい創出、地域活性化
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流域治水プログラム×グリーンインフラの概念

河川事業と公園事業の共同事業により、河
川の洪水調整機能を備えた多目的遊水地と
して整備

地域と行政が一体となり整備した大規模湿
地再生

池を中心とした自然とのふれあいや、スポーツ
などの心身を育む場（世界規模のパークラ
ンや吹奏楽部を誘致した音楽祭など開催）

休耕田の湿地化の活動を支援するととも
に環境学習、研究拠点として活用

コウノトリ米はブランド米として高値で取引され、
バードウォッチャーなど、年間約7千人が訪れる

川とまちが一体となった地域の憩いと賑わい
の場を創出

水辺を愛する多くの人を巻き込み、まちと水
辺が一体となった魅力ある街づくり
（ミズベリングでみんなをつなぐ）

・水辺の健康増進プログラム（ピラティス）
・SUP上での水上ヨガ

水辺を生かした地域の賑わいを創出

河川の改修にあたり自然環境や周辺景観等
と調和した川づくり 市街地の貴重な安らぎ空間として利用

水辺での遊び、自然体験・学習の場として
子供達の健やかな成長支え育くむ

防
災
・
減
災


